
   

 

 

 

 

 

 

 
 

「「企企業業・・事事業業所所名名」」「「所所在在地地」」にに誤誤りりやや変変更更ががああるる場場合合はは、、  赤赤字字でで訂訂正正ししててくくだだささいい。。  

企業・事業所名 

 

差込印刷 
 

所在地 

 

差込印刷 

 

電話番号         （       ） 

記入者の所属・ 

氏名 

(所属) 

(氏名) 

貴事業所の主な

産業分類 

1. 建設業 

2. 製造業 

3. 情報通信業 

4. 運輸業、郵便業 

5. 卸売・小売業 

6. 宿泊業、飲食サービス業 

7. 教育、学習支援業 

8. 医療、福祉業 

9. サービス業 

10. その他（         ） 

労働組合の有無 1. ある 2. ない 

労働者数（令和7年8月1日現在） 
※※該該当当者者ががいいなないい場場合合はは００とと記記入入ししててくくだだささいい  

男 性 女 性 

正
社
員 

貴社全体の常用労働者数＊1     人     人 

貴事業所全体の常用労働者数     人     人 

（うち管理職数）     人     人 

非
正
社
員 

（事業所内）

 

パートタイマー（アルバイトを含む）     人     人 

契約社員＊2・嘱託社員数＊3     人     人 

派遣社員数＊4     人     人 

＊1.「常用労働者」には、経営者・役員、嘱託、日々雇用者、期間の定めのある雇用者、臨時、パートタイマー、ア
ルバイト、無給の家族従業員は含含めめまませせんん。。 

＊2.「契約社員」とは、正社員とは別の労働条件で、給与や雇用期間など個別の労働契約を結んで働く常勤社
員を指します。 

＊3.「嘱託社員」とは、定年退職者等を一定期間再雇用する目的で契約し、雇用されている者を指します。 
＊4.「派遣社員」とは、派遣事業者等と雇用関係にある者が、派遣先との契約に基づいて、就労している者を指

します。 
 
問問11 昨昨年年同同時時期期とと比比較較ししたた貴貴事事業業所所のの経経営営状状況況（（生生産産・・販販売売状状況況））ににつついいてて該該当当すするる項項

目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○はは１１つつ））  

1. かなり良くなっている 

2. 多少良くなっている 

3. ほとんど変わらない 

4. 多少悪くなっている 

5. かなり悪くなっている 

 

 
問問22 問問11でで  「「44  多多少少悪悪くくななっってていいるる」」又又はは  「「55  かかななりり悪悪くくななっってていいるる」」とと回回答答ししたた場場合合

ののみみおお答答ええくくだだささいい。。  

経経営営状状況況がが「「悪悪くくななっってていいるる」」要要因因ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに○○ををつつけけててくくだだささいい。。

（（〇〇ははいいくくつつででもも））  

1. 国内営業・販売の動向 

2. 国内物流・生産の動向 

3. 海外営業・販売の動向 

4. 海外物流・生産の動向 

5. 販売価格の動向 

6. 仕入価格の動向 

7. 人材確保・維持の動向 

8. その他（           ） 
 

問問33 今今後後（（１１年年間間））のの貴貴事事業業所所のの経経営営動動向向ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。  

（（○○はは１１つつ））  

1. 現在より良くなる見通し 

2. 現状維持の見通し 

3. 現在より悪くなる見通し 

4. 分からない 

問問44 貴貴事事業業所所のの週週休休形形態態（（交交替替勤勤務務者者をを除除くく。。））ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだ

ささいい。。（（○○はは１１つつ））  

1. 完全週休２日制 

2. 月３回週休２日制 

3. 隔週週休２日制 

4. 月２回週休２日制 

5. 月１回週休２日制 

6. 週休１日半制 

7. 週休１日制 

8. その他（変形労働時間制など） 

問問55 貴貴事事業業所所のの常常用用労労働働者者一一人人当当たたりりのの平平均均のの年年次次有有給給休休暇暇のの消消化化率率ににつついいてて該該当当すするる

項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○はは１１つつ））    

1. 20％未満 
2. 20～29％ 

3. 30～39％ 
4. 40～49％ 

5. 50～59％ 
6. 60～69％ 

7. 70～79％ 
8. 80％以上 

 

        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

問問66 貴貴事事業業所所ににおおけけるる令令和和66年年44月月11日日かからら令令和和77年年33月月3311日日ままででのの主主なな常常用用労労働働者者一一人人当当

たたりりのの労労働働時時間間等等（（ＡＡ～～ＦＦのの各各項項目目））ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。    

Ａ．年間所定労働日数       日 

        

Ｂ．１日の所定労働時間    時間   分 

Ｃ．１週の所定労働時間    時間   分 

Ｄ．年間所定労働時間     時間   分 

        

Ｅ．年間の超過労働時間          男性（平均）    時間 

（１人当たりの年間残業時間の平均） 女性（平均）    時間 

 事業所全体（平均）    時間 
 

Ｆ．過去１年間（令和6年8月１日から令和7年 7月 31日まで）に雇用情勢の悪化によ
り労働時間や労働日数の短縮を実施したことがありますか。（○は１つ） 

1. はい 2. いいえ 
 

※原則として、就業規則・労働協約で定められた労働日数、労働時間をお答えください。 
※年間の所定労働日数は、年間を通じて労働すべき日と定められた日で、所定の週休日、国民の  
祝日、年末年始休暇、夏季一斉休暇など事業所全体で休業する日を除きます。 

※所定労働時間とは、始業時間から終業時間までの間の休憩時間等を除く実際の労働時間で、  
日や週によって異なる場合は平均労働時間をお答えください。  

※職種等により労働時間が異なる場合は、就労人数が最も多い職種でお答えください。 
 
問問77 貴貴事事業業所所ににおおけけるる過過去去１１年年間間（（令令和和66年年88月月１１日日かからら令令和和77年年77月月3311日日ままでで））のの正正社社員員、、

非非正正社社員員のの増増減減ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○はは１１つつずずつつ））  

正正社社員員  非非正正社社員員  

1. 大幅に減少 
2. やや減少 
3. 変わらない 
4. やや増加 
5. 大幅に増加 

6. 正社員は採用していない 

1. 大幅に減少 
2. やや減少 
3. 変わらない 
4. やや増加 
5. 大幅に増加 
6. 非正社員は採用 

していない 

  

問問88 問問77でで「「11  大大幅幅にに減減少少」」  又又はは  「「22  やややや減減少少」」とと回回答答ししたた場場合合ののみみおお答答ええくくだだささいい。。  

正正社社員員又又はは非非正正社社員員がが減減少少ししたた主主なな原原因因ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささ

いい。。（（○○はは３３つつままでで））  

正正社社員員  非非正正社社員員  

1. 定年等による自然減 

2. 採用抑制 

3. 自主退職 

4. 早期退職優遇制度（選択定年制）  
を利用した退職 

5. 希望退職制度を利用した退職 

6. 求人難 

7. 転籍・出向 

8. 解雇 → 過去１年間の人数について、 
差し支えない範囲でお教えください。 

 （        ）人 

9. その他（         ）  
  

1. 正社員への登用 

2. 採用抑制 

3. 自主退職 

4. 派遣元の都合 

5. 求人難 

6. 解雇 → 過去１年間の人数について、 
差し支えない範囲でお教えください。 

 （        ）人 

7. 雇止め  → 過去１年間の人数について、 
差し支えない範囲でお教えください。 

 （        ）人 

8. その他（         ） 

問問99 問問88でで【【正正社社員員】】のの  「「88  解解雇雇」」、、【【非非正正社社員員】】のの  「「66  解解雇雇」」、、「「77  雇雇止止めめ」」ののいいずずれれ

かかをを回回答答ししたた場場合合ののみみおお答答ええくくだだささいい。。  

解解雇雇又又はは雇雇止止めめのの理理由由ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。            

（（○○ははいいくくつつででもも））  

1. 事業縮小などの会社都合 

2. 職務命令に対する重大な違反行為 

3. 業務について不正な行為 

4. 勤務態度又は勤務成績が不良 

5. その他（          ） 
 

問問1100   貴貴事事業業所所ににおおけけるる正正社社員員、、非非正正社社員員のの雇雇用用予予定定ににつついいてて、、現現在在のの社社員員数数をを基基準準にに        

今今後後（（１１年年間間））のの動動向向ととししてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○はは１１つつずずつつ））  

正正社社員員  非非正正社社員員  

1. 増やしていく予定 

2. 現状維持の予定 

3. 減らしていく予定 

1. 増やしていく予定 

2. 現状維持の予定 

3. 減らしていく予定 

 

問問1111 問問1100でで【【非非正正社社員員】】のの「「11  増増ややししてていいくく予予定定」」とと回回答答ししたた場場合合ののみみおお答答ええくくだだささ

いい。。  

非非正正社社員員をを増増ややすす主主なな理理由由ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。      

（（○○はは３３つつままでで））  

1. 業務内容が正社員以外で対応可能 
2. 人件費の軽減 
3. 業務の繁閑に対応 
4. 正社員の求人難 

5. 自社で育成困難な労働力の確保 
6. 採用・雇用が容易 
7. 正社員が定着しない 
8. その他（           ） 

  

  

※「常用労働者一人当たりの平均の年次有給休暇の消化率」の算出に当たっては、令和6年4月1

日から令和7年3月31日までの１年間の消化率を回答してください。 

 【算出式】 （ 全従業員の有給消化日数 ÷ 全従業員の有給付与日数 ）× 100 

※有給付与日数は、繰越分を含まない１年間の付与日数を指します。 

 １．この調査は事業所を単位とした労働状況の実態調査です。調調査査票票がが送送付付さされれたた事事業業所所単単位位でお答えください。 

 ２．担当者が不在の場合など調査票が送付された事業所で回答できない場合は、本社・本店などで回答してください。 

本本社社・・本本店店ななどどでで回回答答すするる場場合合ででもも回回答答内内容容はは調調査査票票がが送送付付さされれたた事事業業所所単単位位でで回回答答してください。 

 ３．回答は、該当する番号を○で囲んでください。また、回答欄      がある場合は、その中に該当する数字を記入してください。 

 ４．お手数ですが、調査票は ９９月月２２日日（（火火））までに、同同封封のの返返信信用用封封筒筒かか、、WWEEBB 回回答答ののどどちちららかかで回答してください。 

問8へ 

調査結果は、労働状況に関する統計の作成・分析のみに使用し、その他の目的で使用することはありません。 秘秘  労働状況実態調査票 
令和７年８月調査 川崎市経済労働局労働雇用部 

【【ごご不不明明なな点点のの問問いい合合わわせせ先先】】  

株株式式会会社社ササーーベベイイリリササーーチチセセンンタターー  

電電話話  ００３３－－６６８８２２６６－－４４８８８８４４  

  裏裏 面面にに続続 ききまますす。。引引 きき続続 ききごご回回 答答くくだだささいい。。  
  

※本調査は、川崎市から委託を受けて、株式会社
サーベイリサーチセンターが実施しています。 

管管理理番番号号：：差差込込印印刷刷  

問8へ 

問9へ 

問11へ 

-70-



 

問問1122  貴貴事事業業所所ででのの社社員員のの採採用用方方法法ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。          

（（○○ははいいくくつつででもも））  
1. 公共職業安定所を通じて 
2. 民間職業紹介機関を通じて 
3. 関連会社等を通じて 
4. インターネット・求人雑誌・ 

新聞広告等で直接募集 

5. 縁故等を通じて 
6. 川崎市「キャリアサポートかわさき」

の無料職業紹介を通じて 
7. その他（           ） 

問問1133及及びび問問1144  はは、、パパーートトタタイイママーー（（アアルルババイイトトをを含含むむ））をを採採用用ししてていいるる事事業業所所ののみみおお      

答答ええくくだだささいい。。  
  

問問1133   次次ののＡＡととＢＢのの各各設設問問ににつついいてて、、パパーートトタタイイママーー（（アアルルババイイトトをを含含むむ））のの労労働働時時間間等等

をを男男女女そそれれぞぞれれ１１つつずずつつ選選びび、、回回答答欄欄にに番番号号ををごご記記入入くくだだささいい。。（（選選択択番番号号をを記記入入））  

ＡＡ．．１１日日のの平平均均労労働働時時間間  

1. ３時間未満 5. ６時間以上７時間未満 

2. ３時間以上４時間未満 6. ７時間以上８時間未満 

3. ４時間以上５時間未満 7. ８時間以上 

4. ５時間以上６時間未満   

    

男男性性  女女性性  

    

ＢＢ．．週週ああたたりり平平均均労労働働日日数数  

1. １日 5. ５日 

2. ２日 6. ６日 

3. ３日 7. ７日 

4. ４日   

    

男男性性  女女性性  

    

問問1144   貴貴事事業業所所ででパパーートトタタイイママーー（（アアルルババイイトトをを含含むむ））のの労労働働条条件件やや処処遇遇等等でで実実施施ししてていい  

るるももののににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

1. 正社員への登用（制度の整備） 

2. 賃上げ 

3. 育児・介護休業制度 

4. 教育訓練の実施 

5. 福利厚生施設の利用 

6. 苦情の申し出に対する解決制度 

7. その他（          ） 

8. 特になし 

※改正パートタイム労働法が平成27年4月1日に施行され、パートタイマーの雇用環境の

整備が図られています。 

問問1155   貴貴事事業業所所のの定定年年制制度度のの形形態態ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○はは１１つつ））                                                            
ままたた、、「「11  一一律律にに実実施施」」をを選選択択ししたた場場合合、、定定年年年年齢齢ににつついいててももごご記記入入くくだだささいい。。  

1. 一律に実施 

2. 職種別に実施 

3. 定年制はない 

4. その他 （                         ）       

問問1166   貴貴事事業業所所ににおおけけるる定定年年退退職職者者のの平平均均勤勤続続年年数数ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだ  
ささいい。。（（○○はは１１つつ））  

1. 20年未満 

2. 20～25年未満 

3. 25～30年未満 

4. 30～35年未満 

5. 35年以上 

 

※算出にあたっては、前年度１年間をベースにご回答ください。 

問問1177   貴貴事事業業所所ににおおけけるる定定年年退退職職者者一一人人当当たたりりのの平平均均退退職職金金額額ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに  

〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○はは１１つつ））                                                            

1. 500万円未満 

2. 500～750万円未満 

3. 750～1,000万円未満 

4. 1,000～1,250万円未満 

5. 1,250～1,500万円未満 

6. 1,500～1,750万円未満 

7. 1,750～2,000万円未満 

8. 2,000万円以上 

9. 退職金制度はない 

※算出にあたっては、前年度１年間をベースにご回答ください。 

問問1188   貴貴事事業業所所ににああるる雇雇用用関関係係制制度度ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。  

（（○○ははいいくくつつででもも））  

1. 再雇用制度 

2. 勤務延長制度 

3. 再就職斡旋制度 

4. いずれの制度もない 

※「再雇用制度」とは定年到達時点でいったん退職させた後、再び雇用する制度です。 

※「勤務延長制度」とは、定年年齢が設定されたまま、その定年年齢に到達した者を退職      

させることなく、引き続き雇用する制度です。 

問問1199   貴貴事事業業所所でではは、、ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンススにに関関すするる取取りり組組みみをを実実施施ししてていいまますすかか。。    
該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

1. 育児・介護等による短時間勤務やフレックスタイム等、時差勤務制度 

2. 育児・介護等による勤務軽減措置（時間外・休日勤務の免除、転勤配慮等） 

3. 在宅勤務制度 

4. 託児施設の設置 

5. 育児・介護等による休職中の経済的支援（社会保険料の援助等） 

6. 休職前や復職時の上司や人事部を交えた面談（勤労環境や業務の確認等） 

7. 育児・介護等の事由による退職者に対する再雇用制度 

8. 転勤等の要件を満たさなくても女性社員を管理職に登用 

9. その他（                              ） 

10. ワーク・ライフ・バランスに関する取り組みはいずれも行っていない 

問問2200 貴貴事事業業所所のの女女性性社社員員、、男男性性社社員員のの育育児児休休暇暇のの取取得得率率ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつ

けけててくくだだささいい。。（（○○はは１１つつ））    

女女性性社社員員  男男性性社社員員  

1. 10％未満 
2. 10～29％ 
3. 30～49％ 
4. 50～69％ 

5. 70～79％ 
6. 80～89％ 
7. 90～99％ 
8. 100％ 

1. 10％未満 
2. 10～29％ 
3. 30～49％ 
4. 50～69％ 

5. 70～79％ 
6. 80～89％ 
7. 90～99％ 
8. 100％ 

問問2211 貴貴事事業業所所でではは「「働働きき方方改改革革」」にに関関すするる以以下下のの取取組組をを実実施施ししてていいまますすかか。。  

該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○ははいいくくつつででもも））  
1．長時間労働の是正              

2．有給休暇の取得促進             

3．育児・介護休暇制度の導入          

4．短時間勤務、フレックスの導入        

5．テレワークの導入              

6．生産性向上 

（具体例：           ）                

7．障害者、高齢者の活用 

8．外国人雇用 

9．オフィス環境の改善 

10．人材育成 

11．健康経営の促進 

12．その他（           ） 

13．特に取り組んでいない  

 

問問2222   外外国国人人のの在在籍籍状状況況ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○はは１１つつ））  

1. 現在、在籍している 

2. 過去に在籍していたことがある 

3. 在籍していない 

問問2233   問問2222 でで「「11  現現在在、、在在籍籍ししてていいるる」」又又はは「「22  過過去去にに在在籍籍ししてていいたたここととががああるる」」とと回回  

答答ししたた場場合合ののみみおお答答ええくくだだささいい。。  

そそのの方方のの在在留留資資格格（（就就労労ビビザザ））ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○  

ははいいくくつつででもも））  

1. 専門的・技術的分野の在留資格 

2. 技能実習 

3. 身分に基づく在留資格 

4. 特定活動 

5. 特定技能 

6. 資格外活動 

7. その他（               ） 

8. 不明 

問問2244   問問2222 でで「「11  現現在在、、在在籍籍ししてていいるる」」又又はは「「22  過過去去にに在在籍籍ししてていいたたここととががああるる」」とと回回  

答答ししたた場場合合はは、、課課題題にに感感じじ（（たた））てていいるるこことと、、  

問問2222でで「「33  在在籍籍ししてていいなないい」」とと回回答答ししたた場場合合はは、、雇雇用用等等ににああたたっってて障障壁壁ととななっってていい  

るるここととににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

1. 費用がかかる 

2. 日本語能力 

3. 受入れ体制の未整備 

4. 手続きの煩雑さ 

5. 在留期間の制限 

6. 在留資格による就労の制限 

7. 仕事や業務に対する意識の差 

8. 求人しても応募がない 

9. 異文化の相互理解 

10. その他（          ） 

11. 特になし 

問問2255   外外国国人人のの今今後後のの採採用用方方針針ににつついいてて、、〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。  

1. 採用する（または採用を予定している） 

2. 採用する予定はない 

  

問問2266   問問2255でで「「11  採採用用すするる（（ままたたはは採採用用をを予予定定ししてていいるる））」」とと回回答答ししたた場場合合ののみみおお答答ええくく  

だだささいい。。  

検検討討ししてていいるる理理由由ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（〇〇ははいいくくつつででもも））  

1. 海外展開 

2. ダイバーシティ経営 

3. 人手不足対応 

4. その他（          ） 

  

問問2277   問問2255でで「「11  採採用用すするる（（ままたたはは採採用用をを予予定定ししてていいるる））」」とと回回答答ししたた場場合合ののみみおお答答ええくく  

だだささいい。。  

採採用用をを予予定定ししてていいるる在在留留資資格格（（就就労労ビビザザ））ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだ  

  ささいい。。（（〇〇ははいいくくつつででもも））  

1. 専門的・技術的分野の在留資格 

2. 技能実習 

3. 身分に基づく在留資格 

4. 特定活動 

5. 特定技能 

6. 資格外活動 

7. その他（               ） 

8. 不明 

問問2288   問問2255でで「「22  採採用用すするる予予定定ははなないい」」とと回回答答ししたた場場合合ののみみおお答答ええくくだだささいい。。  

そそのの理理由由ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（〇〇ははいいくくつつででもも））  

1. 人手が充足しているため 

2．人手の選択肢として検討していない 

3. 制度についての理解不足 

4. 採用方法の宛がない 

5. 手続きが煩雑 

6. 受入れ体制が整備できない 

7. イメージや印象が悪い 

8. 採用等にかかる費用・人手の不足 

9. その他（          ） 

10. 特になし 

問問2299   外外国国人人のの採採用用やや定定着着ににつついいてて、、必必要要なな支支援援ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだ  

ささいい。。（（〇〇ははいいくくつつででもも））  

1. 制度にかかる相談窓口 

2. 採用ノウハウにかかる相談窓口 

3. マッチング支援 

4. 外国人（労働者）の生活支援 

5. 日本語学習（日本語検定対策含む） 

6. 在留資格にかかる手続き 

7. 日本人従業員への理解促進 

8. 外国人従業員に関する相談窓口 

9. その他（          ） 

問問3300   アアルルムムナナイイ採採用用ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくくだだささいい。。（（○○はは１１つつ））  

※※「「アアルルムムナナイイ採採用用」」ととはは、、定定年年退退職職者者以以外外のの退退職職者者をを再再びび雇雇用用すするる採採用用手手法法でですす。。  

1. 現在、採用している 

2. 今後、採用を検討している 

3. 採用は検討していない 

問問3311   パパワワーーハハララススメメンントト防防止止にに関関すするる取取組組状状況況ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくく  

だだささいい。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

1. 方針等の明確化 

2. 周知・啓発 

3. 相談体制の整備 

4. 相談窓口の設置 

5. 事実関係の確認 

6. 再発防止に向けた措置 

7. その他（          ） 

8. 特になし 

問問3322   従従業業員員かかららカカススタタママーーハハララススメメンントトにに関関すするる相相談談をを受受けけたたここととががあありりまますすかか。。  

1．受けたことない 

2．受けたことがある 

問問3333   カカススタタママーーハハララススメメンントトにに関関すするる取取組組状状況況ににつついいてて該該当当すするる項項目目にに〇〇ををつつけけててくく  

だだささいい。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

1. 対応方針の明確化 

2. 対応マニュアルの策定 

3. 研修の開催 

4. 相談窓口の設置 

5. 周知・啓発 

6. その他（                              ） 

7. 特になし 

  

定年年齢     歳 

アアンンケケーートトはは以以上上でですす。。ごご協協力力あありりががととううごござざいいままししたた。。  
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